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未来の自分はどうなっているだろう。高校一年生である私たちにその問いかけをして、明確

な答えを出せる人はどれ位いるだろうか。行きたい大学や就きたい職業、自分にはどんなこ

とをするのが向いているのか、何が得意なのか。そう考えてみることはあっても、はっきり

と将来を想像することができない人がほとんどだと思う。私もその中の一人であり、この企

業大学訪問に参加すれば何か新しい発見があるかもしれないとの希望を抱き応募を決めた。 

 

 東京に到着して間もなく、ディレクトフォース夏季プログラムが行われた。瀬尾拡史さん

による基調講演では CG を利用し新たな角度から医学を発展させるという前人未到の試み

を分かりやすい表現や話を交え紹介していただいた。幼少期から医師を志していたのでは

なく、ある時たまたま出会った一本のテレビ番組がきっかけになっているという話を聞い

て、自分の興味が湧く物を見つけた時にそれを追求できるだけの準備をどれだけ日頃から

するかが重要なのだと感じた。また、公文式を小さい頃からやっていたという共通点から世

界で活躍している方を少し身近に感じられ嬉しい気持ちになった。そして笹川財団の方々

とのディスカッションでは、３名の方と９０分では足りないほど内容の濃い話し合いがで

きた。仕事上の失敗から探求を進めその分野のプロにまでなられた方や自分の好きな物を

研究し続け世界初の商品を開発された方など、どの講師の方も口を揃えて言っていたのは、

とにかく目の前にあるすべきことを一生懸命こなしていくこと、それが自分の興味がない

ことであっても必ず自分の力となり仕事や生活で生かされることがあるということだ。こ

んなことをして一体何になるのか、そんな理屈は考えずにまずは行動してみる。その勇気と

一つの物事に集中して熱を注ぎ込む姿勢が自分を変え社会をも動かす力になるのだと知る

ことができた。新幹線に乗っている間から楽しみにしていた以上に心に刺さる体験談を話

していただきとても充実した時間になったと思う。 

 

1 日目の午後からは企業訪問として朝日新聞出版社を訪れた。日本の出版業界の第一線を担

う方々と実際にお話をさせていただいた。まず初めに配られたのは、現在までの雑誌売上総

数の推移のグラフだった。様々なものがデジタル化し紙媒体の需要が減少していることを

示す内容に新聞を読むことが日課の私は少し悲しくなった。しかし、担当の方に紙で作られ

る雑誌はこれからどうなるのかと聞いたところ、デジタルで配信されているニュースや記

事は紙の本があるからこそ作ることができるもので、供給源として大切な役割を担うのは

これから先も紙の本です。と力強く答えていただき、嬉しくなった。子供向けの児童書は紙

の方が人気という結果もあるそうだ。次に出版関係の仕事の魅力について聞くと、様々なジ

ャンルを専門とする総合出版では自分の知らないことについて一から勉強して新しい発見

をすることができる、様々な分野を専門とする人たちと仕事ができるとのことだった。自分

が発信した情報が社会で流行し反響を呼ぶこともあるそうで、何者にも変えがたい喜びが

あるそうだ。自分のペースで仕事を進められるのも魅力の一つで、締め切りまでに間に合え



ばそこまでのスケジュールは自分や担当する作家さんと話し合って決められるそうだ。自

分の知識を増やすとともに常に頭にアンテナを張り新しいことを探す出版の仕事はとても

素敵だと思った。その後、社長である青木康晋さんともお話をさせていただき、東日本大震

災で新聞が大切な情報源として人々の復興を支えたことや仙台で務められていた時のこと

など沢山の貴重な経験を教えていただいた。書店に並ぶ本一冊一冊に何十人もの人が携わ

り完成に至るまでのストーリーがあることを実際の現場を見ることでしっかりと感じるこ

とができた。普段は絶対に入ることのできない場所でとても有意義な時間を過ごし、自分の

将来について考える良いきっかけになったと思う。 

 

ホテルに到着し夕食をすませると、東大に現役で通う二高 OB,OG の方々との懇談会が行

われた。今の自分と同じ環境で勉強し、東大で自分の好きなことについて研究を進めるまで

に至った先輩方のお話は共感できるものから流石と言わざるを得ない勉強量や努力の仕方

まで、面白いものばかりだった。赤ペンはなんとなく自分の目についてしまうから絶対に使

わないようにしていた、毎日の生活を完全にルーティン化していた、定期テストをペースメ

ーカーとして全力を注いでいた、、、すべての自分の行動にこだわりを持つことが学力や精

神力の強化に繋がるのだと感じた。そして、どの先輩もやはり一番大切にすべきなのは二高

でのいつもの授業だと言っていて、自分も身を引き締めて頑張らなくてはと強く感じた。東

大生というと、天才で異世界のような人ばかりというイメージを持っていたが、先輩たちは

良い意味で親近感のある、勉強はもちろん趣味にも手を抜かない素敵な方々だった。特に印

象に残った、理解を伴った勉強でなければ意味がないとの言葉は、日々の学習の中で自分自

身痛感していたことでもあったので、考える姿勢を日常生活から意識的に保つようにした

い。 

 

二日目は東京大学オープンキャンパスへ参加した。観光地のように人で賑わう赤門前は知

の頂点である東大の風格を感じさせる雰囲気があった。まず私は法学部の模擬講義を受講

した。国際法と政治学についての内容は難しいところもあったが、現在の法律や海外の情勢

を交えた高校生にもわかるような表現で講義をされていたので、理解し短時間で知識を身

につけられた。周りの自分以外の高校生を見てみると、ほんの数分の待ち時間も単語帳や問

題集を片手に勉強している人が多く見受けられた。大学受験は全国を相手にこの人たちと

実力で勝負するのだと思うと、自分もうかうかしていられない、もっと時間を大切にしてい

こうという気持ちが湧き上がってきた。目指している周囲からでさえも刺激を受けられる

東大はやはりすごい。次に受講した文学部の講義では、アメリカのメキシコ系住民（チカー

ノ）を扱った演劇作品から現代文学の諸問題について考えた。映画を使った授業は新鮮で、

その中から歴史背景やメキシコ系住民の感情を読み取る作業はとても面白かった。現在私

たちが学んでいる英語はアメリカ英語で、世界では英語からさらに派生した言語がありそ

れを使用し生活している人々がいること、それらに対応する力も第二言語として英語を学



ぶ私たちには必要であるということを学んだ。その後も図書館では各学部の紹介のポスタ

ーが貼られており、今回見ることのできなかった学部の情報や学習できる内容についても

しっかり知ることができた。6 時間をしっかり使い切り憧れの東大を高校一年生のうちに見

られたことは自分にとってとても大きな経験になったと思う。東大で感じた雰囲気や周り

の高校生から感じたモチベーションをこれからも忘れずに勉強に励みたい。 

 

二日間という言葉にすると短く感じられる東京での時間は、私にとってとても長く感じら

れる、内容の濃い意味のあるものだった。未来の自分について全く想像がついていなかった

この研修に参加する前の私からは、確実に意識が変わりだしたと自分で感じている。今目の

前にあることがどんなことであっても自分の最善を尽くしてこなしていく。その小さく、し

かししない時とでは大きな差を生む行動がこの二日間で出会った沢山の尊敬できる人たち

に少しでも近づけるステップになると信じて、これからの高校生活、人生を過ごしていきた

い。 
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①ディレクトフォース 

 私たちは、東京について最初に、ディレクトフォースを行いました。これは、科学 CG の

制作を主として行う瀬尾拡史さんの講演を聞いた後、笹川平和財団やディレクトフォース

に所属する方々のお話を聞く、というものです。瀬尾さんの、パワーポイントを使用した時

にユーモアも交えながらの講演はとても分かりやすく、見ている人がひきつけられるよう

な内容でした。私はパソコンを習っているため、このようなお手本のようなプレゼンテーシ

ョンを作れるようになりたいと強く思いました。また、講演の中でおっしゃっていた、「や

りたいことは今のうちにやっておいたほうが良い。」という言葉には、大人になってしまっ

たら自由に動けないという意味が込められているように感じ、積極的に行動をしていこう

と思いました。その後の話し合いでは、守屋雅夫さん、渡部恒雄さん、池上眞平さんの 3 人

にお話を聞きました。３人は全く違うジャンルの仕事でしたが、「失敗を恐れず、一生懸命

に努力することが重要だ。」という点、「人との関わりやコミュニケーション能力は必須であ

る。」という点は共通していました。守屋さんはドレッシングの容器を開発するうえで何度

も失敗したそうですが、その失敗から逃げずに研究をし続けた結果、その道のプロになるこ

とができた、と、渡部さんは音楽が好きでジャズをよく聞いていたため、それが英語のリス

ニングの役に立ったというエピソードから、将来がまだ分からなくとも一生懸命にやった

ことは必ず何かに役立つ、と、池上さんは世界初の商品を生み出すときには、失敗してもそ

の経験は残るため、命さえあれば良いという七転び八起きの精神で行っていた、とおっしゃ

っていました。また、コミュニケーションの重要さという点では、どんな仕事でも人と関わ

ることが絶対にあるため、必須だと口をそろえておっしゃっていました。私は、話す内容に

はっきりとした共通点があるとは思っていなかったため、この２点はどんな職業であろう

と、社会での活動には必要だと心から思えました。この２点は高校生活にもいえると思うの

で、今から心がけていきたいです。 

 

②企業訪問 

 ディレクトフォースが終了後、私たちの班は企業訪問として朝日新聞出版社へ訪問しま

した。訪問先では、企業について深く知るために担当の方への質疑応答を主として行いまし

た。まず、担当の方のお話を聞いて意外だと思ったのは、採用に学部はあまり関係していな

いということです。中には理系学部の人も務めているそうですが、様々なジャンルを扱う出

版社にとっては、理系分野に詳しい人は貴重な人材だそうです。また、出版社はそのときに

応じて多様な話題や企画が求められます。そのため、自分のアピールポイントとなる得意分

野を作ったり、広く、浅い知識をつけたりすることは仕事をするうえで有利になるそうです。

しかし、企画や話題作りには、自分の意見や主張を確立しなければいけないため、雑誌は文

を作る前から苦労しているのだろうと感じました、そして、やはり出版といえば締め切り近

くは徹夜で作業をするようなつらい仕事のイメージは多くの人が持っている事でしょう。



それは事実であるうえ、時には２週間にも及ぶ張り込みをするときもあるそうです。しかし、

自分が作った本が売れているのを見ると今までやってきたかいがあったと思い、疲れも吹

き飛ぶそうです。これを聞いて、読者に１つでも役立つことを送るために身を削って努力す

る姿勢は、道徳的に重要なことだと感じ、自分も誰かに奉仕する心は見習わなくてはならな

いと思いました。 

 最後に、職場を一通り見学させてもらいました。「大変な仕事」とは聞いたものの、それ

ぞれのグループで話し合う様子や担当のカメラマンと話す様子は、「大変」というイメージ

よりも「楽しい」というイメージの方が強く感じられました。これを見て、大変だ、苦労す

る、とは言っていてもやはり仕事が好きなのだなと思いました。自分も、将来満足するよう

な天職につけるよう、今から少しずつ努力をします。 

 

③OBOG との懇談会 

 ホテルに着き、夕食を済ませた後、仙台二高のOBOG で東大生の方との懇談会が開かれ、

高校時代どのような学習をしてきたかなどのお話を伺うことができました。ここで学んだ

のは、勉強方法は人それぞれであり、正解などはないということです。東京大学を合格する

ための勉強として、ある人は鉄壁を 1 周半して大体を覚え、様々な教材を使ったと言って

いました。しかし、次にお話ししてくれた OB の方は、授業で覚えることを優先し、教材も

ほぼ 1 種類しか使わなかった、とはじめの方とは反対に近い勉強法でした。私は、OB の方

から聞いた勉強方法をそのまま真似るのでは自分に合わず、成績が伸びないかもしれない。

自分に合った勉強方法を見つけ、他人と比較することなく学習することが重要だ、と知るこ

とができました。自分に合った勉強方法を見つけるため、自分はどのようなことが向いてい

るか、どうすることが得意かなど、自分のことを見つめ直して見たいと思います。 

 

④東京大学オープンキャンパス 

 2 日目、ついにこの研修のメインともいえよう企画、東京大学のオープンキャンパスへ行

きました。東京大学は TV で何度も見ていましたが、そびえるたくさんのキャンパスや大勢

の人、中心にある大きな安田講堂。それらを実際に見たときの迫力は想像以上でした。 

東京大学に着いて最初に、文学部の説明会を安田講堂で聞きました。本当は文学部の施設を

見学する企画にも申し込む予定だったのですが、人気だったのか申し込む頃には受付が終

了しており、行くことができませんでした。今度申し込みなどをするときは極力早く申し込

まなければいけない、すぐ受付終了するほど意識の高い人が多いため、自分も志望校を確立

させ努力しなければ、などと思っているうちに講演は始まりました。文学部では主に日本文

学や歴史を研究し、文学関係の職につきたくて志望する人が多いそうです。一般的に就職率

が低いと見られがちではありますが、それは学ぶ本人次第だと言っていました。やはりどこ

であれ、本人が努力すれば結果は報われるのだろうと感じました。講演は 30 分という短い

時間ではありましたが、内容の濃い講演でした。そして、自分も大学で充実した時間を過ご



せるよう努力しようと改めて思いました。 

 

⑤まとめ 

 今回の研修で最も良かったと思えたのは、自分の目先の目標を確立させられたことです。

自分は今まで目標を立てても実現しにくいものであったり、達成してどのような結果が得

られるか分からなかったりと、目標を立てるのが苦手でした。しかし、様々なことを経験し

てきた方の説得力のあるお話を通して、どんな能力がどんな役に立つのかがはっきりとわ

かり、「何気ない話でもいいから、コミュニケーションを普段から積極的に取っていく」「ボ

ランティアなど、他人の役に立てるような仕事をする」「勉強習慣をつけ、スタイルを確固

たるものにする」などの自分の目標を見つけることができました。自分はまだ志望校も何を

したいのかもはっきりとは決まっていません。だからこそ、これらのようなどんな将来でも

大切な、活かしていける目標が今は大切なのだと思います。今の自分は弱いですが、今の努

力次第で将来を自由に変えられる可能性を持っています。そのため、今はとにかく努力を重

ね、将来の「あのときやっておけば」を「あのときやっておいて良かった」に変えていきた

いです。この研修は、普段は絶対にできないような経験をしたからこそ、このような充実し

た研修に出来たと思います。このような貴重な経験をさせていただいた方々に感謝します。 
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  私はこの 8 月 1 日~2 日にかけての東京研修において、数え切れないほど多くのことを学

んだ。 

  初日、東京駅についてすぐに行われたディレクトフォース。最初に科学 CG によって社会

に名を残した瀬尾拡史さんの話を聞いた。小学生のころに既に高校内容の数学を勉強して

いたこと、しかしそれ以上にできる人が中学校にいたということに私は驚きを隠せなかっ

た。高一の数学で既に難しいと言っている自分が少し恥ずかしくなった。そんな中私は彼の

ある言葉が印象に残っている。「やりたいことは今のうちにやっとけ。」私はこの言葉を糧に

今頑張っている。私は硬式野球部に所属していて、日々大変な練習な中勉強との両立を図ら

なければならない。そのため片方に偏り、両方に集中できないということがたまにあった。

しかし、瀬尾さんの一言を機に、私は自分が今 1 番やりたい野球をもっと今のうちにしっ

かりとやるべきだと思った。確かに勉強についていくのは大変だ。しかし、部活は今だから

こそできるものだ。だから私は部活にしっかりと取り組みながら勉強と両立出来るように

なりたい。その後それぞれの班に別れ、様々な分野で社会に貢献している方々へ質問する時

間が設けられた。その中で、自分が社会に貢献する中でどのような出来事があったか、その

経緯、きっかけなどたくさんのことを教えてくれた。そのような話の中で、どの方にも一つ

共通してることがあった。それはどの方も必ず失敗し、苦労を乗り越えることで成功を収め

ているということだ。私は今まで失敗することを恐れ、どうしても目の前の現実から逃げて

しまうことがあった。しかし、今回の話を通して、失敗を恐れずに様々なことにチャレンジ

し、たくさんのことを学びたいと思うようになった。 

  午後、班ごとに分かれて企業訪問が行われた。私が所属する班が訪問したのは「朝日新聞

出版社」。主に「週刊朝日」などの雑誌で有名な出版社である。私は前々から出版・編集の

仕事に興味があり、自分もこの職に就きたいと思っていたため、この企業に訪問することを

希望した。出版社の方々は皆仲が良く、楽しそうに仕事をしていた。私たちの班の担当の方

いわく、人と話すのが好きな人がこの職業に向いているらしい。出張や転勤が多い仕事のた

め、様々な場所でコミュニケーションが必要になる。人と話すのが好きでないとそれを継続

するのは難しいらしい。また、私は出版社に勤めるには文学部に行くべきであると思ってい

たが、実は学部は関係ないそうだ。経済学部や社会学部、さらに理系学部から入ってきた人

もいるらしい。「仕事において大変なこと」という質問に対しては「雑誌などの締め切り」

という答えが帰ってきた、最近のニュースを取り上げ、すぐに多くの人に知ってもらうこと

が求められる雑誌において、締め切りを守るというのは最重要事項らしい。しかし締め切り

の期日は短く、徹夜で仕上げることもあるそうだ。しかし、その雑誌を手に取り、興味深そ

うに読んでくれる人を見ると、苦労が報われとても嬉しい気持ちになるそうだ。私はこの話

を聞いて、今度「週刊朝日」を読んでみようと思った。そして、企業に勤めるにおいて重要

な知識や語彙を身につけていきたいと思った。また、日本語だけではなく英語もしっかりと

勉強し、外国の人とも話せるようになりたい。今回の企業訪問は自分の将来について改めて



考える良いきっかけとなった。 

  ホテルに到着し、夕食後、現役東大生と話す機会が設けられた。いずれの人も二高 OB、

OG のため高校時代の思い出についても話を伺うことができた。その中の 1 人は、最初のテ

ストの順位が 2 桁で東大に行ける順位ではなかったらしい。それが悔しくて必死に勉強し

たそうだ。その話を聞いて、2 桁などとても入れる順位ではなく、赤点を基準に一喜一憂し

ていた自分が恥ずかしくなった。東大生の方々には運動部に所属していた人も多く、いかに

空き時間を有効的に利用出来るかが、東大合格のカギだと仰っていた。私は部活から帰ると

疲れきってすぐ寝てしまうことが多い。今回の話を聞いて、帰ってから最低 1 時間は勉強

しようと思った。そして周りの人に置いていかれることのないようにしたい。 

  2 日目、ついに東大オープンキャンパスの日がやってきた。テレビでは何回か見たことが

あったが、実際に見る赤門は想像以上だった。そこを通る東大生の人達は雲の上の存在のよ

うに感じられた。また、全国から集まる高校生の数に圧倒され、自分たちは 3 年後このよう

な人達と受験競争をするのかと思った。まず最初に文系学部のキャンパスを見て回った。キ

ャンパスの中は落ち着いた雰囲気があり、なにかしみじみとした趣を感じられた。様々な書

物や資料の数にただただ圧倒されるばかりであった。やはり日本一の大学は凄いと感じた。

その後、文学部の説明会を受けた。志望者が比較的少ないと言われている学部であるが、そ

れでも講堂に溢れそうな程たくさんの人が集まった。全国にはそれだけ志の高い人がいる

ということを知り、自分も志望校を明確にして頑張らなければと思った。そして、文学部教

授による説明が始まった。文学部は主に文Ⅲから人が集まり、日本文学や歴史について研究

するらしい。志望者の多くは文学に興味があり、それに携わる仕事に就きたくて、志望する

そうだ。一般的に就職率が低いと言われている学部であるが、それは本人次第であり一概に

就職できないとは言えないと仰っていた。話は 30 分という短い時間であったが、内容はと

ても興味深く完結で、とても魅力的な学部だと思った。 

  今回の研修は私の将来、そして今やるべきことをはっきりとさせるきっかけとなった。ま

だ志望校は明確となっていない。しかし、どの大学に行くにしても、そこには高い壁があり

それを乗り越えなければいけない。高い志を持つ者が今から大学受験に備えて勉強してい

る。そのようなことを考えると少し焦りを感じてしまう。高校に入ってからの私は、勉強時

間が取れず、成績が一気に下がり、それを部活のせいにしてさらに勉強をしなくなる。その

連鎖が続いていた。しかしいつまでもそれを続けてるようでは確実に受験競争は敗れるで

あろう。実際運動部に所属しながらも必死に勉強し、難関校合格を決めた人もたくさんいる。

だから私はまず限られた時間を有効に使うことから始めようと思う。疲れたからすぐ寝る

のではなく、そこでもうひと頑張りできるかが重要になってくるのだと思う。内容はそれが

できるようになってから考えるべきである。まずは普段から勉強をする習慣をつけ、部活を

引退したときに周りに遅れを取らないようにすることが大切だと考える。そして、今の私は

毎日部活後に塾へ寄り可能な限り勉強するようにしている。今すぐ成果が出るとは思わな

い。しかし、努力は嘘をつかない。いつか必ず報われるときがくる。それを信じて私は今必



死に勉強している。そして、「あのときあんなことがあったな」と友達と大学で今回の研修

のことを思い出話として語りたい。そして最後に自分を変えるきっかけとなった今回の研

修は素晴らしいものであり、しっかりと感謝の気持ちを持って勉強したいと思う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1511 N.O  8 班 

①ディレクトフォース 

瀬尾さんの講話はとても面白く、話に引き込まれていた。おそらく自分と同じ歳ごろの頃の

話だったからだと思う。講話を聴いた後、自分の中にあった漠然とした将来への不安が和ら

いだ。瀬尾さんの講話では、「将来、絶対この職業に就きたいと思ったからこれをやった」

というような言葉は聞かれなかった。自分の好きだと思うことをやっていったら、自然に今

の仕事に繋がった、という感じがした。自分の好きなこと、自分が楽しいと思えることを将

来の職業に活かせたらいいな、という言葉をよく聞くし、私自身将来について聞かれたらそ

う答えてしまうと思う。しかし好きなことだけをやってそれで一生を過ごすことのできる

人は本当に一握りしかいないと思う。瀬尾さんが成功したのは、自分の得意を活かせる道を、

選択すべき時に選択することができたからだと思った。どちらが正しい道なのかなど簡単

に分かるはずはないし、選ばなかった方の道のことを一度も後悔しない人だっていないと

思う。高校受験だけでもあんなに悩んだのに、と思うとまた不安に呑み込まれそうになるが、

自分が今二つの道の目の前で選択を迫られているような切迫した状況下にいるわけでもな

い。これか、あれじゃないと生きていけない、と思うようなものも特に無い。自分が今すべ

きことは悩むことではなく、悩める要素を作ることだ。そして自分の進路について考え、調

べることだと思う。何事も知っているのと知らないのとでは大きく違う。今回の東京研修は

自分の視野を広げるいい機会になったと思う。その後のディスカッションでは、講師の方々

は自分の経験をありのままに話してくださった。講師の方々は大企業に勤め、成功を収めて

きたという。ときには失敗もあったとおっしゃっていたがそれを確実に成功へと繋げてい

た。キューピーに勤めていた守屋さんはマヨネーズが酸化しないように容器を作ったが出

荷後にその容器だと酸化してしまうことがわかり、全国の売り場から商品を全て回収した

そうだ。失敗をすれば当然信用はなくなる、職場の人の当たり方が変わった、それが一番辛

かった、と守屋さんはおっしゃっていた。新しい製品を開発するのは本当に難しいのだと思 

った。守屋さんは製品開発のために専門外のことも独学で勉強したという。特に食品の製品

開発では安全であることが一番大切だとおっしゃっていた。次にお話をさせていただいた

渡部さんからは日本と海外の教育の違いについて興味深い話を聞くことができた。一度で

も海外へ行くといい刺激を受けられると思うとおっしゃっていた。最後の池上さんは世界

初の写真フィルムを開発したそうだ。今ではフィルムが使われているカメラは少ないが、デ

ジタルカメラの中にも昔のカメラの技術が使われている点は嬉しいそうだ。新製品開発に

ついては反対されたり、応援してもらえなかったりしたという。それでも失敗への恐怖より

やってみたいという気持ちの方が強かったそうだ。また、富士フイルムの入社前の面接で、

「自分は世界で一番の性能のフイルムを開発する」と面接官に言ったらしい。そこまでの強

い思いを持って製品開発を成功させた池上さんは本当にすごいと思った。実際に成功した

方々に詳しく話を聞くことができたのは本当に良かった。普段は耳にすることのない分野

の話もあったので興味を持って聞くことができた。 



 

②企業大学訪問 

朝日新聞出版を訪問した。朝日新聞出版は朝日新聞社の子会社でまだ新しい会社だった。文

化生活編集部にお邪魔して編集長の今田さんと、主に児童書を手がけ 

ているという平井さんにお話を伺った。インターネットの普及によって出版業界の売り上

げは落ちているという。確かにインターネットを使えば知りたい情報をすぐに調べること

ができるだけでなく、最新のニュースも見ることができる。また、新聞や雑誌よりもテレビ

番組の方が興味を持てるという人もいると思う。しかしそのネットやテレビに流れている

情報を最初に発信しているのは新聞社や出版社が出している新聞や雑誌なんだそうだ。確

かに私は週刊誌の記事についてのニュースを見たことがあるので、納得できた。編集とひと

くくりに言ってもそれぞれ仕事内容やスケジュールは全く違うそうだ。また、一冊の本でも

雑誌でも作り上げるまでにたくさんの人が関わっている。だからたくさんの人と関わるこ

とのできるコミュニケーション能力は重要だそうだ。関わる雑誌によっては、自分 

の全然知らないもの、興味のないものについて取材することもあるという。いざ記事を書く

となるとそれなりの知識が必要なので、こうしたときは事前に勉強すると今田さんはおっ

しゃっていた。ときには張り込みのため、カメラマンと一緒に何日も同じ場所で車の中で過

ごすこともあったという。その時が一番つらかったとおっしゃっていたが、収穫があり、無

事に記事を書き終わったときには達成感があったそうだ。自分が書いた記事が載っていた

り、自分が編集した雑誌や本を書店で見かけたり、読んでいる人を見つけたときがこの仕事

をしていて一番嬉しいときだそうだ。また、自分の裁量で仕事ができることもこの仕事のい

いところだとおっしゃっていた。今田さんと平井さんにお話を伺った後、幸運にも私たちは

朝日新聞出版の社長さんと、仙台二高の卒業生に会うことができた。その社 

長さんは震災時に朝日新聞社の気仙沼の事業所に居たそうで、その事業所は被災したらし

い。震災後すぐの新聞や写真も見せていただいた。私は震災当時、宮城県にいなかったので、

詳しい被災状況は分からないが、絶対に風化させてはいけない出来事なのだと改めて感じ

た。この後、それぞれの編集部の仕事場を見せていただくことができた。どの社員さんも自

分の机でパソコンに向かっていた。締め切り間際の仕事があるという人の机には 3000 ペー

ジほどだという分厚い紙の束があり、出版する前に、表記に誤りが無いか、全て確認したら

しい。気の遠くなるような仕事だと思った。私は小説や漫画が好きでよく読んでいるが、出

版や編集の仕事については知識がなかった。今回、実際に出版社で働く方々、職場を見るこ

とができたのは本当に良かった。企業のみなさんは快く私たちを迎えてくださり、質問ひと

つひとつに丁寧に答えてくださったので、本当にありがたかった。大学の一つ先の将来であ

る就職について、ぼんやりとしかなかった考えが深くなったと思う。 

 

 ③OBOG による懇談会 

現役東大生に直接話を伺えるのはとても貴重なことだと思った。実際に二高に通っていた



方々なので、学習方法などのアドバイスはとても参考になった。どの先輩も自分の学習サイ

クルを確立すること、量よりも質を重視することが大切だとおっしゃっていた。最近毎日の

予習復習が疎かになってきているなと感じているので、自分の学習習慣をもう一度見直し

たいと思った。また、自分には関係ないように思えていた東大が、自分が目指したい志望校

のひとつとして意識できるようになった。 

 

④東京大学見学会 

東大を実際にこの目で見たのは初めてだった。よくテレビで使われている写真の建物を見

るだけでも楽しかった。私は東大の学校説明会と文学部の模擬講義に参加した。東京大学、

とよく名前は聞くものの、詳しいことは知らなかったので、東大について詳しく知ることが

できてよかった。文学部では言語についての講義を受けた。講義ももちろん充実したものだ

ったが、文学部は文学だけを学ぶところではない、と言われたことが印象に残っている。文、

という字には文学も含まれているが、他にも思想、宗教、言語などの意味も広く含まれてい

るという。これまで考えたこともなかったし、言われるまで気づかなかったと思った。本当

は経済学部にも行きたかったのだが今回は時間がなかったのでそれが残念だった。でも進

路を考える良いきっかけになったしたくさんの刺激をもらえたのでよかったと思う。この

貴重な経験ができたことに感謝したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1640 M.W  8 班 

①ディレクトフォース   

  華々しい経歴を持つ方々とお話するなんて、とても緊張すると思った。質問してもきっと

鋭い切り返しをされるのだろうな、気難しい方々なのだろうか、と出発前から不安で、一生

懸命熱意が伝わる質問を考えた。 

 しかし、実際はそんな不安は微塵も感じることなくとても面白かった。余計な力を抜いて、

自然体で話すことができた。 

 瀬尾拡史氏の講演では実際に制作された 3DCG を見ることができた。複雑で美しく、瞬き

するのも惜しいほど見入ってしまった。学生時代のお話では、ユーモア溢れるスライドとト

ークで皆楽しそうに聞き入っていた。輝かしい活躍をしている人はその分野へ並々ならぬ

熱をそそぐだけでなく、学生時代にも様々な経験を積んでいたことが分かった。私も様々な

企画や行事に積極的に参加してあらゆることを経験しておきたい。 

 ディレクトフォースと笹川平和財団の皆様は気さくな方ばかりで、真面目な質問から際ど

いコアな質問にまで分かりやすく答えてくださった。御一方あたり 30 分という時間は本当

に短く、毎回 5 分も経っていないのでは、という感覚だった。話をしているうちに自然と質

問したいことがたくさん考えついて、積極的に会話することができた。ここまで前のめりに

なって会話できたのは初めてで、自分でも驚いた。終了後は体が熱く、充足感に満ちていた。

私の目を見て話でいただいて、名刺までくださる方もいて、対等に向き合っていただいてい

るのだと嬉しかった。様々な分野の重鎮と直接対話することができ、見聞が広がり、自分の

将来への期待が高まった。この貴重な体験はきっと一生忘れない。 

 

②企業大学訪問 

 皆将来の夢がある程度定まっているのに、私は全然決まっていなかった。一生懸命考えて

みても、これだ、と思うものが見つからなかった。私には自分の将来が焦りと不安で何も見

えなかった。しかしもう高校生になり、方向性を選ばねばならない。そこで私は、小学生の

頃から密かに興味があった出版社に企業訪問させていただくことにした。 

 私達の班を快く受け入れてくださったのは朝日新聞出版。大きなビルに圧倒されている暇

もなくいきなり編集室に通され興奮で失神寸前だった。ご自身の経歴、仕事内容、職歴、出

版業界の現状についてなど、実際に働いている方にしか分からないようなディープなこと

まで掘り下げて教えてくださった。やはり出版業界は甘くない。出版販売額のグラフは右肩

下がりで、安定した仕事だとは言えない。しかし、「今は電子書籍が流行っている。これか

らのアイデア次第で変えていける。」との編集部長からの言葉でますます興味が湧いた。転

職が多く、新卒で出版社採用は狭き門である、毎週 3 本の企画をあげなければならない、週

刊誌担当のときは何日も張り込みをした、など厳しい現実を伝えられたが、自分の力量次第

で仕事が上手くいく、流行を生み出せる、達成感が大きい、などの素晴らしいやりがいも教

えていただいた。文学部でなくてもよい、というのは意外だった。様々な知識を生かせる仕



事なのだ。また「持っている知識を活用するだけでなく、仕事をしていく中であらゆる知識

を身につけることができる」という点に魅力を感じた。希望のチームに入れるとは限らない

ため、全然知らない分野を担当する際は猛勉強しなければならないそうだ。私は少し触れれ

ばいつの間にか熱中してしまうため、もし出版社に就職することができたら頑張れそうだ

と思った。 

 貴重なお話を聞かせていただいた後、なんと社長と会わせていただけることになった。社

長は私達に気さくに話しかけてくださり、ご自身の記者時代の経験などを豪快に教えてく

ださった。 

 また二高 OB の社員の方ともお話でき、社長室がアットホームな雰囲気になり不思議な感

覚でとても楽しかった。社内も見学することができ、実際に編集者の方がページの確認作業

をされているところも見られた。山積みの書類や至る所に貼り付けられた付箋がリアルで

わくわくした。 

 短い時間だったが、同時に濃密な時間だった。憧れの出版社を体感できて、そして素晴ら

しい社長や社員の方々とお話することができて、本当に幸せだった。まだ明確に夢は決めら

れないが、この経験で得たエネルギーをどのような仕事にも注ぎ込みたい。 

 お忙しい中私達に真剣に向き合ってくださった朝日新聞出版の皆様、本当にありがとうご

ざいました。 

 

③OBOG による懇談会 

 テレビでしか見たことがなかった東大生。そんな雲の上の存在がすぐ横にいるなんて。し

かも話せるなんて。あわよくば同じ机と椅子を使っていたかもしれかいなんて。初めは夢現

な状態だったが、切り替えてこの機会を最大限有意義なものにできるよう真剣に臨んだ。 

 先輩方は皆共通して「基礎を疎かにしない」と言っていた。高みを目指すにあたっても、

やはり基礎力が大事なのだと分かった。高 1 から受験期まで大幅に偏差値をあげた先輩は、

「自分次第でどうにでもなる」と勇気づけてくれた。具体的な勉強法や教材も教えてもらい、

参考になった。東大以外の大学を受けるにしても、日本の頂点の勉強スタイルを知っておく

のは良い刺激になる。 

 「何を目指しているの」という質問に、「まだ決められない」と私は答えてしまった。「遅

い」「意識が低い」と言われるのを覚悟したが、「まだ分からないよね」と先輩はあっさり共

感してくれた。これにはとても驚いた。その先輩もまだ将来はぼんやりとしか考えていない

らしい。 

 東大には進振り制度があり、大学入学後に進路を考えられるのも大きな魅力だという。     

「焦らずに、じっくりと考えていい」「今興味のあることに全力になればいい」という言葉

に救われた。確かに、私は今まで進路についてネガティブだったかもしれない。いつも仕事

の短所ばかり見て逃げていたのかもしれない。もう少し明るく、楽しく考えてみようと思っ

た。実際に、大学で文転した先輩もいて、東大は好きなことに自由に取り組める良い環境で



あることが分かった。 

 先輩方は本当に親身になって話をしてくれた。同じ言葉でも、東大生の口から聞くと深み

が増す、というか胸にすっと落ちた。これからの学習･生活に役立てたい。 

 

④東京大学見学会 

 有名すぎる赤門。緑あふれるキャンパス。看板の「東京大学」の大きな文字。ああ、東大

にいるんだな、と実感がわいた。 

 私は法学部、文学部の模擬授業、医学部の説明会に参加した。文理もまるでバラバラで友

達にも不思議な顔をされたが、幅広く、興味のあるものを見尽くしたいと選んだ結果である。 

 法学部は、「文系に進むなら目指したい」学部だった。法律の勉強に興味もあった。しかし、

実際に授業を受けてみると難しい言葉や内容ばかりであまり興味が持てなかった。これに

は自分でも驚いたが、現時点での素直な感想として正直に記録しておきたい。 

 文学部は、「好きなことを思い切り学んでみたい」と思って選んだ。私は昔から読書や映画

が大好きで、文学を研究したらきっと楽しいだろうと思っていたが、就職先が想像しにくい

ため悩んでいた。授業は洋画からアメリカのヒスパニック･ラティーノの社会を知る、とい

うものだった。粋な服装やスラングなど見どころがたくさんありとても楽しめた。パンフレ

ットを見ても、学部紹介はとても魅力的に感じた。心配していた就職先についてもデータが

載っていたためこれからの進路選択に役立てたい。 

 医学部は、「チャレンジしてみたい」学部だった。現段階で 1 番目指したい職業は医師だ。

高校入学後理系の勉強には苦手意識があるが、夢のためなら頑張ろうと思える。東大医学部

は施設だけでなく研究内容や研究者養成システムなどがしっかりと設けられていて、流石

だと思った。日本最難関の医学部の様子を知ったことで、学習意欲もわいた。 

 東京大学 OC から良い刺激を受け、たくさんのものを吸収した。これからも様々な大学を

調べて、自分が本当に行きたい大学を見つけて全力で目指したい。 

 

⑤最後に 

 もう一生体験できないであろう貴重な企画、たくさんの素晴らしい人との出会い、普段と

違う友達の本気顔など、全てが刺激的な 2 日間だった。逃げずに自分と真正面から向き合

えた。将来に無限の可能性を感じることができた。また、夢は見つかるものではなく、自分

から行動を起こして見つけるものだと気づいた。この感動と意欲を忘れず、何事にも全力で

臨んでいきたい。今回の企画に参加できて本当に良かった。 

 


